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低出生体重児の養育に関する縦断研究

身体発育・精神運動発達と育児不安との関係
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目的　地域における低出生体重児（LBW児）の出生から3歳までの追跡調査を通じて, LBW
児の身体発育・精神運動発達の特徴と，母親が抱える育児不安との関係を明らかにする。

方法　福井県全域において，平成4年度にLBW児として出生し，平成7年度県内で所在が確認

できた児を対象とし，母親に出生から3歳までの養育に関し，自記式質問調査を実施した。

同年に成熟児として出生した児を対照群とした。母親および児の属性，出生状況，4か月

・1歳半・3歳時点の身体発育と精神運動発達，育児不安を比較検討した。

成績　対象のうち，極低出生体重児の占める割合は，6％で，大半は1,500 g以上の著しく小さく

はないLBW児であった。正期産LBW児群と早産LBW児群の比率は，55 :45であった。

正期産LBW児群では，平均出生体重が2,319 gで，女子が63.3％，第1子が59.2％，子宮内

発育遅延を示す不当軽量児（LFD児）が76.9％を占めた。早産LBW児群では，平均出生体

重が1,983 g，女子が52.9％，第1子が44.5％，LFD児が14.3％を占めた。

　3歳時点において，LBW児の身体発育は，成熟児として出生した児の発育よりはむしろ，

極低出生体重児の最上位群の発育と平均がほぼ一致した。正期産LBW児群相当重量児

（AFD児）の発育は比較的良好であるが，早産児，LFD児の発育は順調ではなく，Catch

up率（全体に対するCatch upしたものの占める割合）は70％代に留まった。早産LBW児

群は，運動機能では対照群に比べ遅れがみられたが，言語理解，二語文では有意差はなかっ

た。また，正期産LBW児群は精神運動発達において遅れはほとんどなかった。

　早産LBW児群の母親の育児不安は，出産直後には非常に高いが，児の成長とともに軽減

傾向にあった。一方，正期産LBW児の母親では，育児不安があまり軽減せず，両者の不安

の比率は6か月以降逆転した。

結語　正期産LBW児群において，LFD児が非常に多く，出生前の発育抑制が影響することか

ら，長期予後は順調ではなく，母親の育児不安は高かった。出生体重1,500g以上のLBW

児の場合でも，その発育特性によっては母親の育児不安が高いので，極低出生体重児に準

じ，積極的な育児支援を行う必要があることがわかった。

Key words : 正期産低出生体重児，早産低出生体重児，子宮内発育遅延児，Catch up，育児不

安，母子保健事業




























	47_08_0647.pdf
	page1




